
12月の産地情報        
白菊

黄・赤菊

オリエンタル

鉄砲

季節もの ・ストック・スナップ・・・やや遅れていたが、上旬から千葉産も始まり順調な入荷の見込み。
・南天実・・・表年実付き良い。　・塗柳など・・・潤沢。　・ボケ、梅・・・気温が低く、温度調整も取り易い為、下旬の入荷が潤沢。

輪菊

小菊

愛知、静岡、栃木、沖縄中心の入荷。中旬から増加。作付けはほぼ昨年と同様で、今のところ順調に生育。

主な産地は愛知、静岡、大分、長崎。中旬以降より徐々に増加となる。
愛知産については下旬に上位等級の入荷が少なくなり、ＭＳの割合が増加。神馬を中心に、精興の誠などが入荷する見込み。

沖縄、静岡中心の入荷。作付け量は例年より少なく、全体的に1割程度少ない出荷計画となっている。
色バランスの崩れも見込まれる。

主な産地は静岡、沖縄、愛知。中下旬が入荷のピーク。　沖縄産については、入荷量は例年より1割程少ない予定。
静岡産は高齢化やコストアップにより、入荷量が減少傾向にある。

ＳＰマム

各産地例年並みか、やや少な目の入荷の見込み。バラ

千葉、長崎、静岡中心の入荷。各産地、2Lクラスが増えてくる。中旬より数量は増加する見込み。カーネーション

九州はやや前進。数量は例年並みの見込み。かすみ草

準高冷地が例年より早く終了する為、例年より数量が少ない見込み。

洋ラン類

リシアンサス
新潟の山手は入荷終了。平場は年内いっぱいの入荷となり、あとは埼玉、千葉中心となるが、高知が遅れながらも増えてくる。
数量は需要期までは少ない入荷が続く見込みで、品質は比較的良好。

ユリ
埼玉中心の入荷で、数量は例年並みで多く無い。

・オンシジューム、デンファレ・・・国産、輸入共に入荷減。　・シンビジューム・・・輸入から国産に切り替わり、入荷増。
・カトレア、モカラ、バンダ、レナンセラ・・・入荷減。


